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傾聴ボランティアグループ　
ひまわり
　個人宅や介護施設等を訪問し、
高齢者の傾聴活動を行うボラン
ティア団体。
　講習を受講した24名で構成し、
ケアマネージャーやヘルパーから
ボランティアセンターをとおして
依頼のあった高齢者のもとに出向
き、傾聴を行っている。

＜始めようと思ったきっかけは？＞
◆仕事を辞めた後、何か社会貢献が
できないかと考えて始めました
◆孫が手を離れて、一人だけ社会
から取り残されたような感覚にな
りました
◆話しをするのは苦手ですが、聴
くことなら自分にもできると思い
始めました

＜傾聴にあたり大切にしているこ
とは？＞
◆相手の気持ちに寄り添うことが
一番大切だと思っています。上か
ら目線ではなく、一生懸命に話を
聴き、ありのままを受け止めるこ
とが基本だと感じます。

＜傾聴を通じて相手にどのような
変化がありましたか？ ＞
◆「ああ、そうですよね。」など
と相づちを打つと、分かってもら
えることが嬉しいようで、帰り際
に、「また来てね。ありがとう。」
と笑顔になってくれます。病気で
言葉が出ない人が手を振ってくれ
たりすると、とても嬉しくなりま
す。また、お茶の接待などは一切
受けないこととしていますが、「お
茶も出さなくてごめんね。」と声
をかけられることもあり、年配者
の気配りをありがたく感じます。

心に寄り添い　ありのままを受け止めて 話を聴くことで　自分の人生も豊かに

＜傾聴を通じて自身の価値観や考え
方に変化はありましたか？＞
◆価値観も考え方も大きく変わり
ました。性別を問わず、話したい
という気持ちは皆同じで、結論が
ないような話でも、お互いの気持
ちが通じれば良いのではないかと
思うようになりました。
◆大先輩の話を聴き、「こんなふ
うに可愛らしい年の取り方をした
い。」と思うこともあります。また、
戦時中、食べる物もなく、竹やぶ
に入って身を隠した話などをお聴
きした時は、自分のこれからの人
生を考えさせられました。

＜やりがいを感じる時は？＞
◆時間をかけて信頼関係を築き、
こちらの人生が豊かになるような
話を聴かせていただいた時にやり
がいを感じます。

＜傾聴ボランティアに対して必要
な支援は？＞
◆傾聴ボランティアの認知度はま
だまだ低いと感じます。また、コ
ロナ禍で施設への出入りが制限さ
れるようになってからは、活動の
場が減ってしまったままです。広
報誌への掲載や福祉関係者が集ま
る講習会での紹介などを通して、
多くの人に傾聴の重要性を知って
ほしいです。

＜傾聴ボランティアをやってみたい
人にアドバイスをお願いします。＞
◆傾聴ボランティアは、人の役に
立っているようで、実は自分が一
番得をしていると思います。先輩
の話は勉強になり、自分の人生が
豊かになります。
　「聴く」技術を身に付けるために
講習を受けることは大切ですが、
あまり難しく考えず、地域の人と
話してみたいと思ったら、ぜひ、
始めてみてください。
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一般会計、特別会計、企業会計の 8会計におけ
る予算について審査を行いました。皆さんに納め
ていただく税金の使い道について慎重に審査した
結果、8会計すべて原案のとおり可決しました。

令和 7年度は、5年間の総合的かつ基本的な指針である「第 2次那須塩原市総合計画後期基本計画」の
３年目となります。持続可能な財政運営を確保しつつ、限られた財源を最大限有効に活用するため、後期
基本計画の重点推進テーマ等に紐づく事業に優先的に予算付けがされました。
この予算について議会で審査した内容と事業の一部について紹介します。

令和７年度予算
　一般会計	 662億7,427万円
　特別会計	 222億   864万円　　
　企業会計
　収益的支出	 52億1,388万円
　資本的支出	 65億8,204万円

令和７年度の税金の使い道が決まりました
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●公共施設包括管理事業費　� 2 億 4,000 万円
●企画総合調整費� 2,049 万円
●新庁舎整備事業費� 58 億 2,643 万円
●ふるさと寄附事業費� 4 億 5,294 万円
●シティブランディング事業費� 2,385 万円
●行財政改革推進費� 965 万円
●移住・定住促進事業費� 1 億 6,116 万円
●那須塩原駅周辺まちづくり推進事業費
� 6,381 万円
●行政情報システム管理費� 5 億 4,647 万円

●障害者福祉サービス給付費� 39億1,929万円
●障害者地域生活支援費� １億3,624万円
●保育施設給付費� 38億1,419万円
●児童手当費� 22億9,529万円

●脱炭素社会構築推進費� 24億6,333万円
●資源循環推進事業費� 1,965万円
●那須塩原クリーンセンター管理運営費
� 42億1,267万円

●畜産担い手育成総合整備事業費
� 1 億 3,380 万円
●牛乳等による地域活性化推進事業費
� 889 万円
●高林地域森林管理費� 3,000 万円

●商工振興費� 8,673 万円
●商工イベント支援事業費� 1,941 万円
●農観商工連携推進事業費� 721 万円
●観光振興費� 3,017 万円

●特定建築物耐震改修費補助事業費
� 3 億 7,195 万円
●道路台帳整備事業費� 2,465 万円
●地方創生道整備推進交付金事業費
� 2 億 3,175 万円
●都市計画道路改良事業費� 2,704 万円
●空き家等対策事業費� 2,124 万円
●道の駅管理運営費� 311 万円
●道路維持管理費� 8 億 1,365 万円
●道路除雪対策費� 4,538 万円
●道路橋りょう管理費� 2,858 万円

●教職員ネットワークシステム管理費
� １億 9,061 万円
●小中学校 ICT 事業費� 1 億 3,287 万円
●小学校施設整備事業費� 7 億    138 万円
●中学校施設整備事業費� 4 億 2,175 万円
●那須地区消防組合負担金� 18 億 2,566 万円
●消防団活動費� 1 億 2,521 万円
●消防コミュニティセンター管理費
� 2,062 万円
●消防団施設・設備管理費� 5,834 万円問青木地区ゼロカーボン街区バイオガス発電導

入FS詳細調査について伺う。
答 FS とは実現可能性調査のこと。青木地区は

問商工イベント支援事業費の地域活性化イルミ
ネーション事業費の減額理由を伺う。
答補助金の比率が非常に高い事業になっている。
それぞれの団体に自主財源の確保を依頼した上で
減額した。不足する部分を補助するという考えで
ある。

問特定建築物耐震改修費の費用負担の割合につい
て伺う。
答国が 33.3%、県が 5.75%、市が 5.75%負担する。
残りは申請者の負担である。

問電子黒板のリース料として 3 億 3 千万円を計上
しているが、リースで行うメリットを伺う。
答リースのメリットは、費用負担の平準化が図れる
ことと、 処分費用が発生しないことである。直接購
入した黒板を処分すると全体で 2,500 万円程かか
り、あらかじめリースの中に組み込んで平準化した
ほうが運用上利点が大きいと判断した。

問隈研吾氏設計の庁舎に不具合が出ている
との報道があるが、今後新庁舎に不具合が
出てきた場合の保証について伺う。
答まず、瑕

か

疵
し

がどこにあるかが重要になり、
施工業者によるものなのか、設計自体に問
題があるのか、事象を検証しその相手方に
対して保証を求めていく。

酪農家が多いので、糞尿が資源としてたく
さんあり、それを活用してバイオガス発電
ができないか調査するもの。モデル事業と
して発電後に出てくる消化液の利用等につ
いて詳しく調査する予定である。

※�一般会計予算は３月定例会議において可決した
補正予算第１号を含んだ額です。

道の駅「明治の森・黒磯」

那須地区消防本部
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請願の審査結果

陳情の審査結果

No. 受理年月日 件　　　名 請願者氏名 紹介議員氏名 結　果

１ 令和７年２月10日 健康長寿センター長寿の湯
の継続に関する請願 １

西那須野自治会長
連絡協議会
会長　橋本秀晴

小島　耕一
森本　彰伸
金子　哲也
齊藤　誠之

採　択

No. 受理年月日 件　　　名 陳情者氏名 結　果

１ 令和７年２月４日
日本政府に核兵器禁止条約に参加・署名・
批准を求める意見書を提出することを求
める陳情 ２

那須塩原市原水爆禁止協議会
代表　我妻　美津雄 採　択

　本会議において審議された議案の結果（報告案件は除く）は次のとおりです。　本会議において審議された議案の結果（報告案件は除く）は次のとおりです。
議案番号 件　名 結　果
同意第１号 那須塩原市公平委員会委員の選任について 同　意
同意第２号 那須塩原市教育委員会委員の任命について 同　意
同意第３号 人権擁護委員の候補者の推薦について 同　意

議案第１号 那須塩原市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等
を定める条例の制定について 可　決

議案第２号
那須塩原市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに
指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に
関する基準等を定める条例の制定について

可　決

議案第３号 那須塩原市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を定める条
例の制定について 可　決

議案第４号
那須塩原市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定
について

可　決

議案第５号 那須塩原市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条
例の制定について 可　決

議案第６号
那須塩原市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正に
ついて

可　決

議案第７号 那須塩原市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 可　決
議案第８号 那須塩原市職員の寒冷地手当の支給に関する条例の一部改正について 可　決
議案第９号 那須塩原市国民健康保険税条例の一部改正について 可　決
議案第10号 那須塩原市手数料条例等の一部改正について 可　決
議案第11号 那須塩原市健康長寿センター条例の一部改正について 可　決
議案第12号 那須塩原市国民健康保険条例の一部改正について 可　決
議案第13号 那須塩原市介護保険条例の一部改正について 可　決
議案第14号 那須塩原市環境基本条例の一部改正について 可　決

議案第15号 那須塩原市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条
例の一部改正について ５ 可　決

３

４

議案番号 件　名 結　果

議案第16号 空家等対策の推進に関する特別措置法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理について ６ 可　決

議案第17号 那須塩原市企業立地審議会条例の廃止について 可　決
議案第18号 令和６年度那須塩原市一般会計補正予算（第９号） 可　決
議案第19号 令和６年度那須塩原市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 可　決
議案第20号 令和６年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 可　決
議案第21号 令和６年度那須塩原市介護保険特別会計補正予算（第４号） 可　決
議案第22号 令和６年度那須塩原市温泉事業特別会計補正予算（第３号） 可　決
議案第23号 令和６年度那須塩原市水道事業会計補正予算（第４号） 可　決
議案第24号 令和６年度那須塩原市下水道事業会計補正予算（第３号） 可　決
議案第25号 令和７年度那須塩原市一般会計予算 可　決
議案第26号 令和７年度那須塩原市国民健康保険特別会計予算 可　決
議案第27号 令和７年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計予算 可　決
議案第28号 令和７年度那須塩原市介護保険特別会計予算 可　決
議案第29号 令和７年度那須塩原市温泉事業特別会計予算 可　決
議案第30号 令和７年度那須塩原市墓地事業特別会計予算 可　決
議案第31号 令和７年度那須塩原市水道事業会計予算 可　決
議案第32号 令和７年度那須塩原市下水道事業会計予算 可　決
議案第33号 損害賠償の額の決定及び和解について 可　決
議案第34号 那須塩原市ＤＸ推進戦略について 可　決
議案第35号 第３期那須塩原市子ども・子育て未来プラン－那須塩原市こども計画－について 可　決
議案第36号 那須塩原市都市計画マスタープランについて 可　決

議案第37号 那須塩原市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び那須塩原市職員の育
児休業等に関する条例の一部改正について 可　決

議案第38号 令和６年度那須塩原市一般会計補正予算（第 10号） 可　決
議案第39号 令和７年度那須塩原市一般会計補正予算（第１号） 可　決
議案第40号 契約の変更について 可　決
選挙第１号 那須塩原市選挙管理委員及び同補充員の選挙について 決　定
発議第１号 那須塩原市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 可　決
発議第２号 那須塩原市議会議員定数条例の一部改正について 可　決
発議第３号 中里康寛議員に関する辞職勧告動議について 可　決
発議第４号 山形紀弘議員に関する辞職勧告動議について 可　決
発議第５号 議会活性化特別委員会副委員長に関する不信任動議について 可　決
発議第６号 議会の信頼回復委員会の設置検討の動議について 否　決
発議第７号 那須塩原市議会委員会条例の一部改正について 可　決
発議第８号 那須塩原市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正について 可　決
発議第９号 那須塩原市議会議員政治倫理条例の一部改正について 可　決
発議第10号 那須塩原市議会基本条例の一部改正について 可　決
発議第11号 日本政府に核兵器禁止条約に参加・署名・批准を求める意見書の提出について 可　決
発議第12号 健康長寿センター長寿の湯の継続に関する意見書の提出について 可　決
発議第13号 議案第 11号　那須塩原市健康長寿センター条例の一部改正に対する附帯決議 可　決
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三
本
木
直
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正
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美
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益
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丈
弘

佐
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一
則

発
議
第
２
号

　■那須塩原市議会議員定数条例の一部改正について 14
可　決

〇 〇 〇 〇 〇 × － 〇 〇 〇 〇
副
議
長
〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 ×

発
議
第
３
号

　■中里康寛議員に関する辞職勧告動議について 15
可　決

〇 〇 〇 〇 〇 × － － × 〇 〇
副
議
長
〇 × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇

発
議
第
４
号

　■山形紀弘議員に関する辞職勧告動議について 16
可　決

〇 〇 〇 〇 〇 × － × × 〇 〇
副
議
長
〇 × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇

発
議
第
５
号

　■議会活性化特別委員会副委員長に関する不信任動議について 17
可　決

〇 〇 〇 〇 〇 × － × × 〇 〇
副
議
長
〇 × － × × × × 〇 〇 〇 × 〇

発
議
第
６
号

　■議会の信頼回復委員会の設置検討の動議について 18
否　決

× × × × × × － × × 〇 ×
副
議
長
〇 × × × × × × 〇 〇 × × 〇

陳
情
第
１
号

　■日本政府に核兵器禁止条約に参加・署名・批准を求める意見書を提出することを求める陳情 ２
採　択

○ ○ ○ ○ ○ × － ○ ○ ○ ○
副
議
長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

議
案
第
11
号

　■那須塩原市健康長寿センター条例の一部改正についてに対する修正案
否　決

○ ○ × ○ ○ × － × × ○ ×
副
議
長
○ × × × × × × × × ○ × ×

議
案
第
11
号

　■那須塩原市健康長寿センター条例の一部改正について ４
可　決

○ ○ ○ × ○ ○ － ○ ○ × ×
副
議
長
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

発
議
第
13
号

　■議案第 11 号　那須塩原市健康長寿センター条例の一部改正に対する附帯決議について 21
可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ － × × ○ ○
副
議
長
○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

議
案
第
９
号

　■那須塩原市国民健康保険税条例の一部改正について ３
可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
副
議
長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

請
願
第
１
号

　■健康長寿センター長寿の湯の継続に関する請願 １
採　択

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
副
議
長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議
案
第
33
号

　■損害賠償の額の決定及び和解について 11
可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
副
議
長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議
案
第
25
号

　■令和７年度那須塩原市一般会計予算 ７
可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○
副
議
長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議
案
第
26
号

　■令和７年度那須塩原市国民健康保険特別会計予算 ８
可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
副
議
長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

各議員の議案等に対する賛否の状況 賛否の分かれた案件のみ記載しています。

◯◯×
討論

●不祥事に関係する議員達には深く反省してもら
わなければならない。また、そのほかの議員にも、
この議会を変えなければと、深く考えていただき
たい。市民は相当怒っている。信頼回復を図るた
めに、ぜひともこの議案は通していただくようお
願いしたい。（三本木　直人議員）

賛  

成

発議第２号　那須塩原市議会議員定数条例の一部改正について
●議会の信頼回復は、議員定数を２人減らせば済
むということではない。市民の代表としての意識
をしっかり持って一人ひとりが行動することでし
か議会の信頼は得られないし、議員の信頼も得ら
れない。議会への信頼回復のためという理由での
削減には賛成できない。（山本　はるひ議員）

反
　
対

●市議会は、地方公共団体の意思決定機関であり、
議員定数を減らすよりも議員の質をいかにして高
めるか、民意の反映をどうするかの議論が大切で
ある。議会は住民を代表して審議、決定をするも
のだから、全住民を代表するのにふさわしい数が
必要である。（堤　正明議員）

反
　
対

●賛成討論はありませんでした。賛  

成

発議第 3 号　中里康寛議員に関する辞職勧告動議について
●司法が動いており、まだ判断が出ていない状況
のままこれが冤罪になったら大変なことになる。
司法の判断を待つべきだと考えるため、反対する。
（室井　孝幸議員）

反
　
対

※動議とは………�議員から議会に対して、または委員から委員会に対してなされる提議のこと
※修正動議とは…�原案に対し、議員が修正の提議を行うとき、提出する動議のこと
※附帯決議とは…�議会または委員会における審議の対象である事件の議決に当たって、付随的

に付けられる意見または要望の決議のこと
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一
則

議
案
第
27
号

　■令和７年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計予算 ９
可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
副
議
長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議
案
第
28
号

　■令和７年度那須塩原市介護保険特別会計予算 10
可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
副
議
長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

発
議
第
11
号

　■日本政府に核兵器禁止条約に参加・署名・批准を求める意見書の提出について 19
可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
副
議
長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

発
議
第
12
号

　■健康長寿センター長寿の湯の継続に関する意見書の提出について 20
可　決

○ ○ ○ ○ ○ × － ○ ○ ○ ○
副
議
長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

【○】は賛成　【×】は反対案件

14
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討
論
討
論

討
論
討
論 ●賛成討論はありませんでした。賛  

成

発議第４号　山形紀弘議員に関する辞職勧告動議について
●議会はいまだ混乱の渦中にあり、一定の責任は
議長にあるが、不祥事とされるものの真相が明ら
かになっていない状況の中で、恣意的な判断に
よって提出された山形議員への議員辞職勧告動議
には反対する。（田村　正宏議員）

反
　
対

●疑いを持たれた議員を守ろうとする議員は、司
法の判断を待つと言うが、議員たる者は、自ら説
明責任を果たし、自分の名誉を回復することをや
るべきである。しかし、そういった動きがない。
以上の理由から、不信任動議に賛成する。
（三本木　直人議員）

賛  

成

発議第５号　議会活性化特別委員会副委員長に関する不信任動議について
●本来このような動議というのは、客観的な事実
や証拠、また合理的な理由の下に提出されるべき
ものであり、決して恣意的な判断によって出され
るものではない。真相がいまだ明らかになってい
ない状況の中で、重大な人権侵害の恐れが懸念さ
れる動議には反対する。（田村　正宏議員）

反
　
対

●賛成討論はありませんでした。賛  

成

議案第 9 号　那須塩原市国民健康保険税条例の一部改正について
●改正内容は、後期高齢者支援金等課税額につい
て賦課限度額を 22 万円から 24 万円に引き上げ、
国民健康保険税の合計を最高限度額 104 万円か
ら 106 万円とするものであり、市民全体の国民
健康保険税の負担が増えることから本条例改正に
反対する。（堤　正明議員）

反
　
対

●健康長寿センターの長寿の湯は、市民から愛さ
れ、利用者数が年間 10 万人を超え、高齢者を中
心に健康増進に大きな貢献をする中、赤字が多い
ことから休業することとなり、休業期間が長くな
ると利用者の健康悪化が懸念されることから、早
期の再開を求め賛成する。（小島　耕一議員）

賛  

成

請願第１号　健康長寿センター長寿の湯の継続に関する請願
●長寿の湯は年間 10 万人以上が利用する温泉施
設であり、高齢者の健康増進に大きく寄与してい
る。民間事業者が早期参入できる条件整備等を行
い、長寿の湯の早期再開を望む。（堤　正明議員）

賛  

成

●反対討論はありませんでした。反
　
対

●公明党は結党以来、恒久平和の実現を党是とし、
核兵器廃絶を一貫して訴えてきた。核使用の脅威
が高まっている中で、多くの市民が不安と共に平
和を願い核兵器禁止条約への参加・調印・批准を
求める声を上げることは大きな意義を持つと確信
する。（田村　正宏議員）

賛  

成

陳情第 1 号　�日本政府に核兵器禁止条約に参加・署名・批准を求める意見書を提出することを
求める陳情

●国連で核兵器禁止条約が 122 カ国の賛成多数
で採択・発効され、条約の署名国は 94 カ国、批
准国は 73 カ国にひろがり、核兵器が人類と共存
できない究極の兵器であると訴え続けている。唯
一の被爆国である日本こそ、核兵器廃絶に動く時
だと考える。（堤　正明議員）

賛  

成

●反対討論はありませんでした。反
　
対

●令和７年度の予算編成に当たっては、人件費や
物価高騰により限られた財源を最大限に活用する
ため、後期基本計画の重点テーマに位置付けされ
た事業に優先的に予算付けされており、「那須塩
原市に住んでいれば生き延びられる」持続可能な
まちづくりの実現をする。（佐藤　一則議員）

賛  

成

議案第 25 号　令和７年度那須塩原市一般会計予算
●予算は、防災、子育て支援、高齢者支援、基幹
産業でもある農業・酪農業への支援等、将来にわ
たって安全に暮らし続ける為の予算に振り向ける
必要がある。貯め込んだ財政調整基金を市民優先
に使い、生活向上、福祉増進、市民の暮らしと生
業を守るよう強く求める。（堤　正明議員）

反
　
対

●賛成討論はありませんでした。賛  

成

議案第 33 号　損害賠償の額の決定及び和解について
●那須高林産業団地の分譲済み区画において出土
した地中障害物に係る撤去費用等を相手方に対し
て 2,854 万５千円を支払うとあるが、原因者が特
定されておらず、産業団地を造成した栃木県土地
開発公社及び大田原土木事務所の責任等も明らか
になっていない。（堤　正明議員）

反
　
対

●賛成討論はありませんでした。賛  

成

議案第 26 号　令和７年度那須塩原市国民健康保険特別会計予算
●国保税が高く払えない、医療費が高く医療機関
の受診を控えざるを得ない。国保税を１世帯１万
円軽減し、未就学児の均等割半額を 18 歳まで均
等割ゼロとすることが必要である。貯め込んだ財
政調整基金を保険税率の引き下げ、市民の負担軽
減に使うべきである。（堤　正明議員）

反
　
対

●賛成討論はありませんでした。賛  

成

●健康長寿センターの長寿の湯のサウンディング
調査で借り受け企業が見つからない中、条例改正
で運営を終了してしまうと、利用料金制指定管理
者制度を採用することができなくなり、借り受け
企業が現れず、長寿の湯の休業が長くなり、閉鎖
も想定されるから反対する。（小島　耕一議員）

反
　
対

議案第 11 号　那須塩原市健康長寿センター条例の一部改正について
●改正内容は、利用区分から「入浴施設」の項目
を削除するものであるが、条例では福祉の向上を
謳っており、長寿の湯を削除することは福祉の向
上の目的に反する。また、入浴施設を含め健康長
寿センターの利活用について現在サウンディング
調査中である。（堤　正明議員）

反
　
対

●賛成討論はありませんでした。賛  

成

議案第 27 号　令和７年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計予算
●後期高齢者は、重い保険料の自己負担に苦しん
でいる。低所得の中で医療機関の受診や介護サー
ビスを諦める人が出て、医療や介護で重症化が進
み、社会保障費がかさむことになる。医療費窓口
負担を１割に戻すことが必要である。
（堤　正明議員）

反
　
対

●賛成討論はありませんでした。賛  

成

議案第 28 号　令和７年度那須塩原市介護保険特別会計予算
●令和７年度の認定者数は、要支援と要介護で前
年度比 139 人増の 5,047 人が見込まれているが、
調査・審査を経て認定される介護認定期間が国の
基準に届いていない。病院を退院するが介護認定
がおりず困っている。市民の福祉向上を図ること
が市本来の仕事である。（堤　正明議員）

反
　
対
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討
論
・
お
知
ら
せ

討
論
・
お
知
ら
せ

●賛成討論はありませんでした。賛  

成

発議第 11 号　日本政府に核兵器禁止条約に参加・署名・批准を求める意見書の提出について
●唯一の被爆国であり、今回日本被団協にノー
ベル賞を授与され、国連で核兵器禁止条約が 112
カ国の賛成多数で採択されたという状況を見ると
批准をするべきとなるが、残念ながら理想論でし
かなく、日本国の存続は、アメリカの核の傘の元
でしかありえない。（三本木　直人議員）

反
　
対

●健康長寿センターの長寿の湯は、利用者数が多
い中で休業となり、休業期間が長くなると利用者
の健康悪化が懸念されることから、早期に再開す
るよう請願が採択された。この請願に基づいた議
長から市長へ長寿の湯を早期に再開する意見書の
提出に賛成する。（小島　耕一議員）

賛  

成

発議第 12 号　健康長寿センター長寿の湯の継続に関する意見書の提出について
●長寿の湯の継続について、利用者としては当然
の声だと思うが、市全体の様々な施設を見回した
ときに、このまま存続した場合大きな財政負担と
なり、このつけは我々の子ども・孫たちに残され
てしまう。苦渋の決断ではあるが、反対せざるを
得ない。（三本木　直人議員）

反
　
対

 総務企画常任委員会 【審査分野】市政全般、自治会、情報システム、防災、税など
【委員】◎森本彰伸○林美幸、三本木直人、田村正宏、齊藤誠之、佐藤 一則、平山武、
松田寛人、金子哲也

こんなことを審査・調査しました

 福祉教育常任委員会 【審査分野】福祉、子育て、教育、文化、スポーツなど
【委員】◎益子丈弘○星宏子、堤正明、室井孝幸、相馬剛、眞壁俊郎、山本はるひ

※　◎は委員長、○は副委員長

那須塩原市職員の勤務時間、休日及び休暇に
関する条例及び那須塩原市職員の育児休業
等に関する条例の一部改正がありました 13
問上位法に基づき変えていくものと理解す
るが、職員の働き方改革も急務と考える。
今後職員にどのように周知して、適用する
のか。
答今回の改正の一つに介護休暇の改正があ
り、対象となる 40 歳以上の職員や所属長
を含めた研修会の開催や、利用できる制度
をまとめたハンドブックを充実化させ、職
員に周知していく。

那須塩原市 DX 推進戦略ができました 12
問計画を進めていく中で、庁内の職員間で
の課題はなにか。
答一人ひとりの職員が自分事としてＤＸを
捉え、業務改善と職員の考える意識付けが
課題である。

長寿の湯の市の管理運営終了に伴い条例が
改正されました ４
問この施設を建設する際に補助金を活用し
たと思うが、条例改正により補助金の返還
等が生じるのか伺う。
答基本的に条例を改正し施設を休業状態に
しても補助金の返還は生じない。施設の用
途に即した活用の仕方で判断されると思う
が、細かな条件については県と協議を行っ
ていく中で判断される。

後期高齢者支援金等課税額の賦課限度額が
24 万円になります ３
問この条例で後期高齢者支援金等課税額の
賦課限度額が 22 万円から 24 万円に引き
上げる理由を伺う。
答地方税法の施行令の基準が 22 万円から
24 万円に改正されたことに伴い、それに
合わせるものである。

①の請願について、議員間討議を実施。各
委員が様々な角度から議論を行い、採決の
結果、削る採択となりました １
問請願趣旨は長寿の湯の休業期間を短くす
るために、民間活用における担い手の発掘
を早急に進め、早期に再開する事を求める
ものだが、委員の意見を伺う。
意年間 3千万円の赤字と老朽化、利用者層
の偏りから、財政悪化を懸念する。
意温泉旅館経営の経験から維持費の高さが
懸念される。費用対効果を見ながら調査継
続が必要と考える。
意年間 10 万人超の利用と健康増進への貢
献がある長寿の湯を、単に赤字という理由
で廃止するのは問題。
意入浴料の値上げ等による継続も検討すべ
き。議会は請願を受け政務調査を行い、次
期委員会へも引き継ぐべき。

広聴広報委員会からのお知らせ
議案等の審査結果のページと委員会での審査内容のページの関連性を分かり
やすくするため、109号（令和６年８月20日）から番号を表示しています。

陳
情
の
審
査
結
果
・
議
案
の
審
査
結
果

　本会議において審議された議案の結果（報告案件は除く）は次のとおりです。

議案番号 件　名 結　果

同意第  ３号 那須塩原市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　意

同意第  ４号 人権擁護委員の候補者の推薦について 同　意

同意第  ５号 那須塩原市副市長の選任について 同　意 

同意第  ６号 那須塩原市固定資産評価員の選任について 同　意 

議案第 56 号 令和６年度那須塩原市一般会計補正予算（第２号） 可　決 

議案第 57 号 市道路線の認定について 可　決 

議案第 58 号 令和６年度那須塩原市一般会計補正予算（第３号） 可　決 

議案第 59 号 令和６年度那須塩原市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可　決 

議案第 60 号 令和６年度那須塩原市一般会計補正予算（第４号） 可　決

議案第 61 号 契約の締結について 可　決 

陳情の審査結果
No. 受理年月日 件　　　名 陳情者氏名 結 果

２ 令和６年５月27日
最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充
を求める意見書の採択を求める陳情

栃木県労働組合総連合
議長　阿波　長次

不採択

３ 令和６年５月27日
現行の健康保険証とマイナ保険証の両立
を求める陳情

栃木県保険医協会
会長　長尾　月夫

不採択

議案の審査結果

１

２

３

４

ぎかいのひととき　
令和６年８月20日発行 7
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 予算常任委員会 【委員】◎森本彰伸　○益子丈弘　○大野恭男、その他全議員

今回も新型コロナウイルスワクチンの接種
を行います
問今回接種予定の新型コロナウイルスワク
チンの種類を伺う。
答使用するワクチンは、現時点では確定し
ていないが、ワクチンの構成は、オミクロ
ン株の変異株ＪＮ . １（ジェイエヌ・ワン）
である。

児童手当の支給対象が 18歳まで拡大され
ます
問児童手当費の委託料で、児童手当制度改
正に伴うシステム改修 422 万 7,000 円の
詳細を伺う。
答現在の児童手当のシステムは 15 歳まで
が対象であり、制度改正に伴い新たに 16
歳から 18 歳までが対象となるため改修す
る。併せて特例給付、所得制限のある世帯
の子どもや第３子以降の児童手当が増額に
なる世帯の子どもも追加できるようする。

那須塩原市は独自に認可外保育施設保育料
を支援しています
問県の事業対象とならない認可外保育施設
に通園する第２子のうち、３歳未満児に対
する補助金として、市単独で 183 万 6,000
円を増額補正するが、補助額の変更はある
のか伺う。
答認可外保育施設は、保育料の上限が 5 万
1,000 円になる。階層の一番上の金額で算
出している。

大阪・関西万博に参加します
問東京オリンピック・パラリンピックレガ
シー事業推進費の万博に関する負担金につ
いて、万博首長連合の参加団体数と県内の
状況を伺う。
答万博首長連合に参加している自治体は
659 あり、うち正会員は 86 あり、那須塩
原市も正会員である。万博首長連合として
参加しようとしている自治体は約 50 であ
る。この 50 の自治体が一律 240 万円を負
担金としている。 県内の正会員は那須塩
原市と茂木町であり、来年の万博に参加し
ようとしているのは、県内では那須塩原市
のみである。

県の道路が市に移管され、市が管理する道
路が増えます
問通学路の変更や除雪の計画といったもの
は変更になるのか。
答変更は特にない。
問今後市が管理運営するとのことであるが、
維持管理費はどのようになるのか。
答県土木事務所と協議の上、修繕が必要な
箇所の修繕後に市に移管するため、当面大
きな工事費はかからない。

 建設経済常任委員会 【審査分野】都市計画、道路、農業、観光、環境、水道など
【委員】◎大野恭男○小島耕一、山形紀弘、星野健二、中里康寛、鈴木伸彦、中村芳隆、
齋藤寿一

３

４

４

４

４

19

20

①�市役所本庁舎へお越しください。

③議場入口にて受付をします。
　傍聴時の注意事項、会議資料、アンケート
をお受け取りください。

②４階議場までお進みください。

④傍聴席へご着席ください。
　車椅子を利用されている場合の傍聴
スペースもあります。

※注意事項※
　本会議中は、お持ちの電子機器（携帯電話、腕時計など）から音が鳴らないよう、予め設定くださいますようお願いいたします。

本会議は、当日議場に来て簡単な受付をするだけで傍聴
することができます。議会を傍聴してみませんか？

問…質問、答…回答、意…意見

ぎかいのひととき
令和７年５月20日発行12
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１.令和 7年度市政運営方針について 
２.不正受給と対策について 
３.�那須高林産業団地の地中障害物に係る損
害賠償金について

鈴木　伸彦議員

不正受給と対策について
問放課後等デイ・サービスを運営する事業者
が記録を改ざんして 870 万円余りの給付費
を不正に受け取っていたという報道があっ
た。不正受給の返還金について伺う。　
答事業者へは、不正請求額の 799 万 1,463
円に、児童福祉法に基づく４割の加算金を付
して 1,118 万 8,048 円の返還請求をしてい
る。
問二度とこのようなことが無いよう刑事事件
として追及する考えはあるか伺う。　
答現時点においては、本市、大田原市、栃木
県と連携して刑事事件として取り扱っていく
かどうか、顧問弁護士等の意見や警察署への
相談結果を含めて考えていく。
問保育施設を運営するＮＰＯ法人が預かって
いる子どもの数を、実際よりも多く申告する

などして、市からの給付、およそ 1,600 万
円を不正に受給していたとして、市は新規利
用者の受入れを９カ月間停止させる行政処分
を行った。不正受給の返還金について伺う。　
答法律に基づく加算金「不正受給の 40％」
として 663 万 6,280 円、不正受給額と加算
金を合せて 2,322 万 6,980 円が返還金の総
額である。返還金は令和７年４月までに入金
いただく。
問二度とこのようなことが無いよう刑事事件
として追及する考えはあるか伺う。　
答ＮＰＯ法人全体ではなく、事務取り扱い上
の不正だったということや、事案発生後のＮ
ＰＯ法人としての対応等を総合的に勘案し
て、告訴については行わないという判断をし
た。

志絆の会

令和 7年度の事業で本当に大切にするべき
ことは何か、執行部に問いました。森本　彰伸議員

シン・那須塩原

令和７年度那須塩原市市政運営方針について
問環境政策を進めることで、市民が受けるメ
リットについて伺う。　
答 2050 サステナブルビジョンで示した３つ
の施策の連携と相乗効果により、生物多様性
の損失を止め、回復させることで、自然環境
の多面的機能を発揮させる。健康被害や災害
リスクを回避し、軽減させ、経済の好循環を
招き、地域の活性化につなげる。環境政策へ
の取り組みは、生き延びられるまちの実現に
加え、ウェルビーイングの向上というメリッ
トがある。
問那須塩原市自体がCO2 を削減することは
大切だが、那須塩原市の CO2 の排出量が減
り、世界的な環境が変わるかは微妙である。
世界的な取り組み状況をどのように捉えてい
るのか伺う。　

答気候変動影響の世界的な取り組みについて
は、把握していない。緩和策については、二
酸化炭素、温室効果ガスの排出を減らし、吸
収量を増やすことを世界的にも等しく取り組
んでいるものと認識している。
問福祉について主要施策の項目がない理由に
ついて伺う。　
答本市はさまざまな分野で目標を定め事業に
取り組んでいる。市政運営方針は、当該年度
における市の資源配分と優先順位付けの方針
として作成している。継続的に取り組んでい
る事業を全て網羅してはいない。しかし、福
祉分野の重要性は充分認識しており、引き続
き着実な取り組みを行い予算を配分してい
く。理を指導していくもの。

問管理不全空き家等に対する具体的措置方
針を伺う。
答最初に建物の老朽化具合の認定作業を行
い指導する。それでも改善がされない場合
は、審議会に諮り勧告する。

安全安心な環境を維持するため土砂等の埋
め立て許可が厳しくなります ５
問土砂埋め立て許可を要する面積要件が
1,000㎡から 500㎡以上に変更になるとの
ことだが、これまでどの程度の届けがあっ
たのか。
答多くても年間で数件。
問土砂等埋め立て要件が厳しくなることで
不許可になる事例が増えるのか。
答従来から比べれば厳しいものだが基本的
には通常の事業者であれば対応できるレベ
ルと考えている。

空き家等の対策がさらに進みます ６
問特定空き家と管理不全空き家の違いは。
答特定空き家は、建物の周辺にも悪影響を
及ぼすような老朽化している建物で、利活
用ができず撤去せざるを得ないもの。管理
不全空き家は、建物自体は老朽化が進んで
おらず、持ち主が適正に管理すれば利活用
できるもの。特定空き家にならないよう管

ドローンの導入やラジコンでの草刈り機の
導入を支援しています ７
問農業経営基盤強化促進事業費の次世代農
業チャレンジ事業の目的と効果を伺う。
答効率的、効果的な農業を目指すため令和
４年度から市の単独事業としてドローンの
導入やラジコンでの草刈り機の導入などを
支援している。

那珂川河畔公園のこども広場にあるトイレ
が改修されます ７
問公園整備事業費の那珂川河畔公園トイレ
更新設計について伺う。
答令和６年度、インクルーシブ遊具を設置
したこども広場にあるトイレの改修を行う
ための設計である。

生活習慣病予防に歯周病検診、肝炎ウイルス
検診、骨粗しょう症検診を行っています ７
問生活習慣病予防対策費について検診をど
のように行っているのか伺う。
答歯周病検診は那須地区歯科医師会が受託
し個別に医療機関で行っている。肝炎ウイ
ルス検診や骨粗しょう症検診は集団検診と
個別での医療機関検診の両方で行ってい
る。

保育士宿舎を借り上げ、保育士の移住を支
援しています ７
問新規事業の保育士宿舎借上支援事業費の
詳細を伺う。
答対象人数は 10 名であり、移住してきた
保育士のために宿舎を借り上げた事業者に
対して行う補助である。

 予算常任委員会 【委員】◎森本彰伸　○益子丈弘　○大野恭男、その他全議員

 建設経済常任委員会 【審査分野】都市計画、道路、農業、観光、環境、水道など
【委員】◎大野恭男○小島耕一、山形紀弘、星野健二、中里康寛、鈴木伸彦、中村芳隆、
齋藤寿一
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１．多文化共生の地域づくりについて大野　恭男議員

田村　正宏議員
災害時、避難所となる学校体育館への空調
設備の加速化についても取り上げ、遮熱対
策を早急に進めることを強く要望する。

令和７年度市政運営方針および当初予算編成
について
問那須塩原市の現状と課題をどのように捉え
ているか。
答付加価値を生み出していくことがミッショ
ンと考え、地域のブランド力を高めるためさ
まざまな事業に取り組んできた。移住相談は
年々増加し転入超過を維持しているが、増加
のペースは鈍化している。また、一部の地区
では、土地価格の上昇がみられた。今後、更
なる取り組みを行っていく必要がある。国に
おいては、地方創生の取り組みを強化してお
り、地方分散の流れは加速していくことが予
想されることから、交通の利便性、豊かな自
然と観光資源、災害リスクの低さを広くア
ピールし、「生き延びられる持続可能なまち」
の実現を目指す。具体的には、「移住促進と

地域ブランディングの強化」、「那須塩原駅周
辺のまちづくり」、「環境政策と持続可能なま
ちづくりの推進」、「官民連携事業の推進」、「市
民との協働による未来創造」などを中心に市
政運営を進めたい。
問少子化に歯止めがかからない。那須塩原市
の出生数の推移と今後の対策を伺う。　
答令和５年の出生数は 597 人であり令和４
年 683 人、令和３年 679 人、令和２年 739
人と右肩下がりである。本市としては、こど
も家庭センターにおいて妊娠期から出産、乳
幼児期、学童期、思春期、青年期に至るまで
ライフステージに応じた切れ目ない支援を
行っていく。

敬清会

「多死社会」到来に伴う「無縁死社会」の深
刻化に対する対応について
問合葬式墓地や合祀墓または樹木葬など、新
しい形式の墓地の整備を進める考えはあるか。　
答近年、新しい墓地の仕様などついては多様
なニーズが顕在化してきている。今後、ニー
ズを把握するために市民アンケートなどを実
施した上で検討してまいりたい。
問市営墓地内の無縁墓の改葬を促進するため
に、使用権の消滅期間を 10 年から短縮でき
ないか。　
答今後、消滅期間の短縮については状況を見
極めた上で検討して参りたい。
問将来、無縁化する蓋然性の高い独居高齢者
の実態把握のための調査をする考えはあるか。　
答孤独死を未然に防ぐためにも実態把握の必要
性は十分認識しており今後検討してまいりたい。

生活インフラの現状と時代の変化を見据えた
展望について
問今後、気候変動に伴う豪雨などに対応する
ための新たな雨水排水対策が必要ではないか。　
答現在、国から気候変動の影響を踏まえた「雨
水管理総合計画」の策定を要請されている。
今後も事前防災の考え方に基づき整備を行っ
て参りたい。令和 7年度から新たに市街地
の雨水排水対策として、西那須野駅西口地区
における側溝の整備などを予定している。

公明クラブ

地方分散、省庁移転に対応する為にブラン
ド力を向上させ、「環境の都市」那須塩原市
の実現を。

多文化共生の地域づくりについて
問本市の外国人人口の現状を伺う。
答 12 月末時点で 2,993 人、56 カ国の人が
暮らしており、多い順に、１番がベトナム
人 548 人、２番が中国人 379 人、３番がブ
ラジル人 354 人である。全体では市人口の
2.6％である。
問多文化共生に向けたこれまでの取り組み
は。
答外国人相談窓口の設置、５つの外国語に対
応した生活ガイドブックの配布、オーストリ
アとの交流事業として、異文化理解を深める
活動などを行っている。
問多文化共生に向けた今後の取り組みは。
答やさしい日本語の取り組み、外国人コミュ
ニティ把握の調査方法、外国人と地域住民と
の交流の機会を増やす取り組み等について研

究する。
問多文化共生の実現に向けた個別計画策定の
考えは。　
答次期総合計画に合わせて、令和９年度策定
を目標に検討する。
問計画策定時に会派シン・那須塩原が提出し
た提言書を反映していただけるか。　
答計画を策定する際は提言の内容を踏まえて
検討していく。
問個別計画には、「外国人が働きやすい地域
づくり」という項目を入れていただきたいが
いかがか。　
答少子高齢化で深刻化する人手不足解消の手
段として、外国人の雇用も必要であるため、
そうした観点を踏まえて検討していく。

相馬　剛議員

健康長寿センター長寿の湯の民間活用について
問長寿の湯の一時休業説明会資料のアン
ケート調査によれば、施設内アンケートで
は 90％の人が「長寿の湯が無くなると困る」
としているのに、ウェブアンケートでは「困
らない」という人が多いわけだが、長寿の湯
の利用頻度を見ると、「使わない」や「数年
前に使った」という人が多く、使わなければ
困らないのは当然と考える。このアンケート
の結果は作為的ではないのか。　
答長寿の湯は、全市民が利用可能な施設であ
ることから、市民全体の意向を把握するウェ
ブアンケートの結果を採用した。
問令和 6年度に行ったサウンディング調査
の企業の参入条件はどうなっているか。　
答原則として施設運営費用を事業者負担とし
た。

問民間企業が見つからなかった要因は何か。　
答施設内施設であり、イニシャルコスト、ラ
ンニングコストの回収が容易ではないという
意見があった。
問平成 27 年度に 1,191 万円、平成 28 年度
に 2,534 万円、平成 30年度に 3,089 万円の
修繕費がかかっているが、民間参入を考える
と修繕費は市が負担してはどうか。
答市が継続的に負担する考えはない。ただし、
施設全体の躯体に関わる修繕については負担
することもある。
問長寿の湯は、高齢者福祉で公共的な働きを
していることから、利用料金制の指定管理者
制度を採用することはできないのか。　
答長寿の湯は、今年度で管理運営を終了する
ので、指定管理の利用料金制の導入は想定し
ていない。

長寿の湯は、地域の宝、多くの高齢者の健
康増進の居場所。残していかなければなら
ない。

小島　耕一議員
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今後さらに、市民や関係者との対話や、意
識共有を図る市政が大切になる。佐藤　一則議員

那須塩原市まち・ひと・しごと創生総合戦略
について
問農林業の活性化の主な取り組み内容の詳細
とその効果について伺う。　
答チャレンジファーマーを受講し就農した農
業者は令和３年度以降 19 人おり、担い手の
確保に繋がっている。
問畜産業の活性化の取り組みである新規販路
の拡大について伺う。　
答市内店舗への声掛けにより、市産乳製品の
取り扱い店舗の拡大が図られた。
問主な雇用支援の内容と成果について伺う。
答市民を雇用した場合、1人当たり 10 万円
を交付する雇用促進奨励金を設けており、制
度創設以降、260 人の雇用に繋がった。
問消防団員数の推移と充足率及び団員確保の
取り組みについて伺う。　

答減少傾向が続き、令和６年度は定数 1,435
人に対し 993 人。充足率は 69.2％で７割を
下回った。消防団を持続可能な組織として維
持するため、団員の負担軽減や処遇改善に取
り組み、消防団の魅力ややりがいを周知し、
新入団員の確保に努めたい。
問自治会加入率が増えない要因と対策につい
て伺う。　
答要因として、個人主義の高まりにより社会
活動への不参加、高齢を理由にした脱退者の
増加などがあげられる。那須塩原市自治活動
の促進に関する条例を制定し加入促進に取り
組んでいるが、今後も自治会長連絡協議会等
と連携し加入促進に取り組んでいく。

子ども・若者を取り巻く問題や課題は、複雑
化・複合化している。多様なタッチポイン
トを作り、支援体制の効果としてセーフティ
ネットが必要。

子ども・若者の孤立と貧困について
問要保護児童に関するケースでは、課題が複
雑困難な状況。解決まで時間がかかる場合は、
誰が家族全体をスーパーバイズするのかを伺
う。　
答臨床心理士をはじめとした専門家の助言と
実務者の会議で援助方針を定め、関係機関が
それぞれの役割を果たし包括的に支援をして
いる。
問現状を捉えることができない、潜在的な孤
立についてはどのような対策が考えられるか
伺う。　
答子ども食堂や子どもサロンをはじめとした
タッチポイントが、困難を抱える家庭との関
係をつなぐ場所となる。関係者が、自ら支援
を求めることに困難を抱える家庭などを、早
い時期に発見し、問題が大きくなる前に支援

につなげていくことが大切。
教員のなり手不足について
問教員不足の現状を市ではどのように認識し
ているか。　
答教員不足の問題は、教育現場において重要
な課題であり、令和４年文部科学省の教師不
足に関する実態調査では、全小学校の 4.2％
に当たる 794 校、また全中学校の 6.0％に当
たる 556 校で、教員定数に対して実際に学
校に勤務している教員が不足していると公表
されている。市として、教員不足は子どもた
ちの学校生活や授業
等に影響を与えてし
まうことから、望ま
しくない環境と認識
をしている。

林　美幸議員

那須塩原市まち・ひと・しごと創生総合戦
略の施策により、定住促進に繋がることを
期待します。

本市独自の農業振興について
問本市の独自性と活性化という視点から元気
アップアグリプランと 2050 サステナブルビ
ジョンの施策への反映や連携はどのように図
るのか伺う。　
答農業と環境施策を一体で環境負荷を低減
していくよう国の施策に先駆けてクロスコン
プライアンスをサステナブルビジョンと元気
アップアグリプランのもと連携して進めたい。
問魅力と活力あふれる持続可能なまちの取り
組みは重要と考える。そのためには農業者と
の連携は肝と思うが、どのように働きかけて
いくのか伺う。　
答農家の皆さまとさまざまな機会を捉え、市
の考えを伝え参加者の意見をいただく場は重
要だと痛感している。より効率的で効果的な
方法を検討し積極的に進めたい。

市民生活を支える道路と上下水道施設の管理
について
問今後の修繕の把握など、さらなる市民等の
協力が必要と思うが、例えば安心みるレポー
トの活用を強化できないか伺う。　
答登録者数を見ると市民でも知らない人もい
るので引き続きホームページ等で周知したい。
加えて安心みるレポート等で受けた情報を
データ集計し地図上で一括管理して効果的で
省力化できるシステムの構築を検討したい。
問人口減少に伴う収益等の減少や施設の老朽
化に伴う更新需要の増大に対し検討している
ことはあるか伺う。　
答企業会計として毎年度、経営戦略の進捗管理
を行い検証をしている。変化する事業環境に備
え令和７年度から給水人口の予測や需要の把握
と併せて適正な料金水準等の検討を行う。

益子　丈弘議員

帯状疱疹ワクチン接種助成事業は県内で一
番導入が早かったが、助成金額が低かった
ので質問しました。

星　宏子議員

帯状疱疹ワクチン接種の助成について
問今後の助成制度について。
答令和７年４月からの定期接種化について国
の方針が示された。対象者は 65 歳及び 60
歳から 65 歳未満であって、ヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫の機能の障害を有するなど
厚労省令で定められる者である。令和 11 年
までは経過措置として、70 歳、75 歳、80
歳の節目年齢についても対象となる。令和７
年度からの予防接種は、従来の 50 歳以上の
任意接種を継続するとともに新規の定期接種
を実施する。不活化ワクチンの助成額を値上
げし、生ワクチンは 4,000 円を１回、不活
化ワクチンは１万円を２回、生涯に１度限り
助成をする。

行政組織機構を変更したことによる各庁舎の
現状と課題について
問行政組織機構を変更したことによる各庁舎
の現状と課題について。
答従来どおりのサービス提供はできている。
一方、課題としては、現場対応が本庁組織の
管轄なので、職員が駆けつけるのに時間がか
かることである。
問有害鳥獣対応、動物死骸の回収、道路補修
対応を早くする解決策は。　
答有害鳥獣対応は、令和７年度からは総務部
と調整して塩原支所の職員もできるように
し、動物の死骸回収も素早く回収できるよう
にする。道路補修対応は限られた人材を効率
的に活用できる運用方法を検討する。

子どもの居場所マップ
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山本　はるひ議員

新庁舎建設についてこれ以上の増額は市民
生活を維持する観点からも許されない。

新庁舎敷地内のバス停と、職員駐車場につい
て
問敷地内に路線バスの停留所を設置する予定
はあるか。　
答敷地内にバスを乗り入れて入口付近への設
置を進めている。
問職員駐車場の予定を伺う。　
答市庁舎から500m近辺で土地の調査を行っ
ている。借地であれば駐車料金を取ることも
考えていかなければと思う。

学校給食の食材費高騰への公費負担について
問食材の値上がり分をすべて公費負担にすべ
きと思うが、市の考えを伺う。　
答令和 7年度において、1食当たり米飯加工
賃 35 円を含めて 60 円の支援を予定してい
る。1人につき年間 1万 2,060 円、全体で 1

億 400 万円の予算計上をしている。
問子育て支援として給食費無償化を実現して
ほしい。この先、食材費が上がったときには
追加補正をする考えはあるか。　
答その都度状況に応じた対応を検討していき
たい。

職員の名刺作成への公費負担について
問本市を PRする手段として最適なものとい
う位置づけで職員の名刺作成を公費負担にで
きないか。　
答市のブランディングでキャッチコピーや
ロゴを使って PRをしたいと考えている。名
刺は市を PRできるいいツールだと思ってい
る。予算化しているので今後も継続について
前向きに検討していきたいと考えている。

加齢性難聴者の補聴器購入助成について
問軽度から中度難聴者向けの支援が各自治体
で広がっている。難聴を放っておくとコミュ
ニケーションに支障が出て孤立やうつにつな
がるリスクがあり認知症の危険因子にもなり
得ることから補聴器購入助成についてお聞き
する。　
答加齢性難聴の多くが自覚症状なく進行する
ことから、まずは加齢性難聴を知ってもらい、
早期発見、早期治療や予防について周知して
いくことが重要であると考えている。補聴器
購入助成については、ほかの認知症予防対策
も含めて必要性を検討したい。

新庁舎建設に係る工事費と木材の使用につい
て
問新庁舎建設に係る工事費が137億円と高額

な費用になっていることと、木材の使用につ
いてお聞きする。　
答現在の工事費は、建築工事費等に119億円、
建築資材や人件費など今後の建設工事費の高
騰対策に 18 億円を見込んでいる。木材の使
用は、市内産木材の活用、森林の育成や環境
負荷の低減、木材の温かみを生かして来庁者
に親しみやすい空間を提供し、本市の豊かな
森林資源を身近に感じてもらうため、市民広
場のメインロビー、市民ホール、議場などに
使用予定である。
問新庁舎建設により市民生活に係る予算が圧
縮されることはないか。　
答事業の精査や基金の活用などにより、市民
サービスを低下させることのないよう予算編
成を行っていきたい。

堤　正明議員

本市の魅力アピールのために新たなキャッ
チコピーやロゴを使った職員名刺を公費で
作成してほしい。

魅力ある那須塩原市にもっと沢山の観光客
に訪れてもらいたい。また人口の増加に結
び付く施策であると思います。

指定管理者制度のあり方について
問指定管理者とは、制度導入の目的や意図に
ついて共通理解は図られているのか伺う。　
答目的は募集要項に記載。また、市民サービ
スの向上や経費の縮減については、審査する
中で共通理解を図っている。
問指定管理者の施設へのモニタリングは行っ
ているのか伺う。　
答指定管理者は、毎年度の事業終了後に管理
運営の状況、利用状況、利用料金の収入実績、
管理運営経費の収支等を記載した報告書を提
出することになっており、市では施設を訪問
するなどして、それらの状況を確認している。

市独自の税制優遇制度を設け、空き家対策等
の改善を
問空き家をリフォームして活用する場合に、
一定期間固定資産税や不動産取得税、そして
都市計画税の減免などの制度が考えられる
が、税の優遇制度を活用して空き家等の対策
に生かすことは考えられないのか伺う。
答税制上、市に裁量権があるのは課税後の減
免制度のみである。基本的には課税の基本原
則は公平の原則なので、空き家等担当部局と
連携し、課税の公平性、政策の効果の比較を
慎重に行って、税の減免の適用等については
調査研究を進めていく。

齊藤　誠之議員

本市の観光戦略について
問本市の外国人観光客の宿泊者数の現状につ
いて。　
答コロナ前ほどは戻っていない。コロナ前の
2019 年は 10,716 人だったが、2023 年は、
8,180 人で、76.3％ほどの入れ込みだった。
問グリーン・デスティネーションズの内容に
ついて。　
答環境への配慮などの基準を満たした持続可
能な観光地として、国際的に認められた地域
に与えられる表彰ラベル及び認証制度であ
る。表彰ラベル及び承認については、84 項
目の基準のうち、60％以上の達成でブロン
ズアワード、70％以上でシルバーアワード、
80％以上でゴールドアワード、90％以上で
プラチナアワードの 4つの表彰ラベルを取
得することができ、100％達成でグリーン・

デスティネーションズ認証となる制度である。
問グリーン・デスティネーションズを申請し
た国内団体の取り組み状況について。　
答日本国内でゴールドアワードを 1団体が、
シルバーアワードを 4団体が取得をしてい
る。
問本市が目指す国際認証制度表彰ラベルまた
認証のランクについて。　
答令和 7年度の目標としては、シルバーア
ワードの取得を目指している。
問民間企業との連携について。
答グリーン・デスティネーショ
ンズの表彰ラベル及び認証取得については、
行政と民間企業が持続可能な観光地づくりと
いう目的を共有する事が重要であり、共に審
査基準をクリアするための取り組みを進めて
いきたい。

室井　孝幸議員

指定管理者制度の見直しや空き家等対策は、
今後の市政運営でも喫緊の課題である。

ぎかいのひととき　
令和７年５月20日発行 21ぎかいのひととき

令和７年５月20日発行20
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　誰にでも穏やかに接し、周囲の状況を見て冷静に判
断して行動できる志乃さん。学校生活では委員長を務
めリーダーシップを発揮し、部活動の大会では準優勝
を収めるなど、今年は飛躍の年になりました。教えら
れたことや学んだことを吸収して自分の力に変え、一
歩ずつ着実に成長できる志乃さんを推薦します。
� （担任　大田原　美紀先生談）
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Future
～わたしの夢～　No.31

私の夢

塩原小中学校　８年

　今回の議会だよりでは、令和７年３月定例会議の内容をお知らせしましたが、議員の任期

は令和７年４月 30日で満了となっています。４月 27日執行の市議会議員選挙により当選し

た議員については、６月 20日発行予定の議会だより（臨時号）でお知らせします。

 議員の任期について 

私 の将来の夢は介護士になることです。小学校低
学年の頃に、老人ホームや家の近所でお年寄り

と接したことがきっかけです。ただ、将来の夢を自分
ではっきり話せるようになったのは、最近のことで
す。それは昨年の職場体験学習のおかげです。それま
では何のために働くのかきちんと考えたことがありま
せんでした。でも、職場体験で働く人に出会い、話を
聞いたり働く姿を見たりして、自分の将来について考
えるようになりました。また、ここでの体験から、多
くの人とのつながりが生まれ、その人たちのために何
かしたいと思うようになりました。これがきっと「働
く」ということなのかもしれません。これからも周り
にいる人を見て、その人たちとの関係を大切に生活し
ようと思います。

　本会議、常任委員会は、午前10時開会予定です。
　会派代表質問は午前９時25分開会予定です。
※上記の日程は予定です。今後変更になる場合があります。

議 会 暦
日 月 火 水 木 金 土
6/1 2 3 4 5 6 7

本会議
再開・提案説明

8 9 10 11 12 13 14
本会議

会派代表質問
本会議

一般質問
本会議

一般質問
本会議

一般質問

15 16 17 18 19 20 21
本会議

一般質問
本会議

一般質問・議案質疑 常任委員会 常任委員会

22 23 24 25 26 27 28
議員全員協議会 
予算常任委員会

本会議
採決・散会

29 30 7/1 2 3 4 5

次回予告
次号の議会だよりは

令和７年６月 20 日発行の
臨時号の予定です。

～掲載予定内容～
● 就任のごあいさつ

● 全議員紹介
● 委員会・審査会の構成

なお、定例号は 8 月 20 日発行予定です。


